
スタッフ紹介スタッフ紹介

生体物質研究部門

福島県立福島高等学校卒業  
昭和54年 筑波大学第二学群卒業  
昭和56年 筑波大学医科学研究科修了
昭和59年 筑波大学医学研究科修了
教育専門分野　
１）生化学
２）情報伝達学
研究分野　
１）細胞増殖シグナル
２）脂質代謝
３）酸化ストレス
趣味：研究

教授  本間　　好

　生体物質研究部門では、細胞外刺激に応答する細胞内の情報の流れを分子レベルで解析することに取り組
んでいます。特に、持続的ストレス刺激が惹き起こす異常な細胞増殖や細胞死について、その歪められた情
報経路を検出し疾患特有の分子メカニズムを理解することを目指しています。研究の成果を病気の予防や新
しい治療法の開発に生かしていこうと考えるからです。
　当研究部門は、共同研究を積極的に行い病態メカニズムの解明に取り組んでいます。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容
 1 ．細胞増殖関連シグナル分子の機能解析
 2 ．細胞周期関連分子の機能解析
 3 ．酸化ストレス受容分子機構の解明（肺線維症をモデル
として）

 4 ．消耗性炎症性疾患のシグナル解析
 5 ．脂肪酸代謝機構の解析
 6 ．タンパク質発現のエピジェネティック制御の解析

研修医、臨床医入学時の研究分野
 1 ．疾患モデル細胞の樹立
 2 ．タンパク質発現のアレイ解析
 3 ．細胞内情報伝達系の解析
 4 ．病態メカニズムの理解
 5 ．種々の手法を用いた情報系制御の試み
 6 ．新しい治療法確立へのアプローチ
　など

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　当研究部門メンバーは大学人として、教育・研究を通して
人材の育成に貢献することを最大の責務と考えています。そ
して、単に学位取得を目的とするのではなく、疾病の根本的
な理解と治療には基礎研究が必須であることを理解してもら
うように心がけています。
　これまでに、内科、皮膚科、眼科、小児科、整形外科など
多くの臨床科から大学院生を受け入れ、全員に学位を取得し
ていただき、現在、その多くは臨床および基礎のスタッフと
して大学で活躍しています。また、世界に誇れる成果を出し
留学した医師もおります。
　今後とも情熱を持って研究・教育に邁進していきます。興
味を持たれた方は、一度、研究室を訪ねてみてください。

URL http://www.fmu.ac.jp/home/biomol/HTML/index.html

スタッフ紹介スタッフ紹介

細胞科学研究部門

西南学院高校（福岡県）卒業
昭和55年 九州大学理学部生物学科卒業
昭和60年 九州大学薬学研究科修了　薬学

博士
昭和61年～平成2年 McGill university　
平成2年～4年 Harvard Medical School
平成5年～15年 札幌医科大学医学部　
教育専門分野
１）細胞生物学
研究分野　
１）タンパク質の細胞内動態と品質管理
２）バイオイメージング

教授  和田　郁夫

　当部門では、細胞を構成する分子の細胞内運命と品質管理の制御機構を専門として、細胞内での物質の輸
送やダイナミクスを、様々な分子モデルを用いて研究を行い、多くの疾患の元となる細胞機能の解明と原因
究明のための手法の開発を目指しています。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容

 1 ．細胞内機能の破綻を防ぐ分子機構解明のためのプロー
ブ開発

 2 ．受精に必要な生殖細胞因子のスクリーニング
 3 ．遺伝子改変マウスの作成
 4 ．ストレス下での細胞機能防御に関わる分子作用の解析
 5 ．走査型電子顕微鏡を用いた超微細形態の観測

研修医、臨床医入学時の研究分野

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　細胞生物学は、医学の基本をなす重要な学問です。
我々は、細胞生物学の研究を通して、様々な医学の分野
における新しいブロトコールを作ること、そしてそれの
基盤の創造を目指しています。幸い、当研究室では、
様々なサポートにより世界的にトップレベルの設備と技
術を備えることができました。最先端の細胞生物学研究
手法を用いて、より深い医学の研修を希望される方、お
待ちしています。

URL http://www.fmu.ac.jp/home/cellsci/saibou-top.htm

 1 ．細胞内膜系での分子ダイナミクス制御の解明
 2 ．配偶子間の認識と融合の分子メカニズムの解明
 3 ．病因解明に関わる分子イメージング手法の開発
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